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２学期終了 次のステージへの助走

暑い日差しのなかスタートした２学期も、いつの間にか厳しい寒さへと変わり、あっという間
に終業式を迎えました。来学期は、いよいよ次のステージへの助走です。
２学期は、体育大会、合唱コンクールなど、クラスや学校全体が協力して作り上げる行事がた

くさんありました。それらを通じて、どんなことを学び、何ができるようになりましたか？
どのような成長をすることができたのか、しっかりと振り返っておきましょう。

上の文章は、体育大会終了後に、ある３年生が書いた振り返りの一部分です。

“ 自分以外の誰かのために頑張ることができた ”

これが、何よりも尊いことなのではないかと思います。

自分のために、あるいは人の目に付いている場所で、何か自分の評価につながることで、そう
いうときは、誰でも頑張れるものです。

行事を通じて見られた皆さんの素晴らしい取組は、「誰かのために」「クラスのために」とい
う思いをもとに作り上げられていったものでした。しかも、その頑張りが「絶対に報われる」と
最初から約束されているわけではない、誰もその先にある答えを知らない状態で。そんな中でも、
クラスのために最初の頑張りを見せた人。そして、誰かが頑張ってくれていることを感じ、その
頑張りに応えるために、何か自分にできることはないかと協力し始めた人。

そうして作られた「繋がり」が、自分１人分だけ頑張っていたときの、何倍もの力を生み出す
ものです。今のクラスで過ごす残りわずかの時間、「誰かのために頑張る」を大切にして、集団
をさらに前進させて、次のステージに進んでいきましょう。

忘れないでください。あなたを支える、誰かの存在を。
忘れないでください。あなたの存在が、誰かの支えになっていることを。

－生徒会スローガン－

誰もが愛で包まれる日本一の中学校
～寄り添い、分かち合い、つながる～

ある日、放課後人を待っている友人といたとき、外から教室内が見えた。リーダー
達が最終下校ギリギリまで作戦を考えていた。今回は見えてしまったが、みんなの目
に見えないところで頑張っているリーダー達に少し感動してしまった。それから、今
まで100％の力を出していたが、120％で頑張っている自分の姿があった。行動で人を
動かすとは、このことを言うのだろう。自分だけでなく、みんなも頑張っていたね。

今まで１年生の時も２年生の時も、しっかりと３年生の姿を見ているわけではない。
リーダーではない自分達も、３年生としての姿をどう見せたらいいか分からないため、
自分達の考えた３年生を下級生に見せたが、よかったのだろうか。今まで当たり前だ
ったことが、当たり前じゃない時代に生まれたことが、それはそれで違う経験ができ
たのだと考えれば、悪くないなと思った。当たり前のことに感謝。

城中ＨＥＡＲＴ宣言 HEART PALETTE ～個性の色が混ざり合う～

伸びる細ネギ ～ 変化・成長のしくみ ～

１月の主な予定

10日 (火) 始業式
11日 (水) 給食開始 発育測定 ＰＴＡ本部役員選挙告示
13日 (金) 英語検定
16日 (月) ＰＴＡ本部役員立候補〆切 ＰＴＡ選挙管理委員会
17日 (火) ＰＴＡ本部役員選挙投票用紙配付
18日 (水) 諸費振替日
20日 (金) ＰＴＡ本部役員選挙投票〆切・開票
21日 (土) 城久駅伝大会
26日 (木) ３年 学年末テスト①
27日 (金) ３年 学年末テスト②
30日 (月) 諸費再振替日

【 平日部活動休養日 】17日(火)・19日(木)・25日(水)
【 冬期学校閉鎖期間 】12/28(水)～1/4(水)

12/5(月)に、城中ＨＥＡＲＴ宣言の集会を行いました。
人権週間を１つの機会とし、これまでに多様性理解学習・人権学習・道徳など、

生徒一人一人がしっかりとした人権意識を持つことを目的とした「城中HEART宣
言」の取組を進めてきました。
集会では、各クラスでまとめた人権宣言を全校で交流し、その後生徒会長から、

今年度の「城中HEART宣言」として、全校生徒への力強いメッセージがありまし
た。今年の宣言は「HEART PALETTE ～個性の色が混ざり合う～」です。この宣
言には、互いの個性を尊重し合うことで、パレットのようにそれぞれの色を大切に
して１つの色を作り上げる。という思いが込められています。
全校の宣言集会の後には、各学年の学級委員会を中心としたキャンペーンがスタ

ートし、日々の生活の中で意識を高めていく取組が進められました。
取組期間だけでなく、今後の生活に活かしていきましょう。

我が家の子ども達が、細ネギの再生栽培をしています。料理に使った残りの根っこをコッ
プにつけて、ネギが伸びていくのを観察しているのです。
お世話は２日に１回程度、コップの水を入れ替えることと、日当た

りの良い場所に置くこと。
弟は朝に水につけたネギを夜に見て「全然伸びてへんやん」と一言。

するとお姉ちゃんが「そんなにすぐは伸びひんやろ」。

観察を始めて３日目、「ほんのちょっと伸びた気がする」と２人揃
って大騒ぎ。１週間経ち、ネギはぐんぐん伸びています。

弟は、そのネギを見て「いつの間にこんなに大きくなったんやろ。伸びてる瞬間は見れへ
んのに、知らん間に気がつけばこんなに成長するんやなぁ」

良い変化も悪い変化も、ゆっくりと、でも確実に、自分でも気がつかない間に。

だからこそ、毎日の当たり前を積み重ねることが大切ですね。


